
◇金澤：「お手玉」による地域づくりの可能性 

・動機 … 昨年，福島・宮城県境の山村・山舟生で

の集落調査で，地元の有志が部落共有林に植えたエ

ゴノキの実を利用して「お手玉」を制作し，それを

地域づくりに活用したいという考えを持っているこ

とを知った。子供の伝統的な遊びの 1 つだった「お

手玉」も今では目にすることがなくなったが，帰学

後，気になって「お手玉」で CiNii検索してみると，

伝統文化の視点以外にも，幼児の運動能力開発や高

齢者のボケ防止という現代的視点からの研究がある

ことを知った。また「お手玉」でweb検索したとこ

ろ，四国の新居浜を本部とする「日本お手玉の会」

があること，その支部は大半が西日本にあり，関東

は少数，東北は 0 であることが分かった。こうした

ことから，山舟生の「お手玉」は，東北最初の支部

にも成り得る可能性があることや，子供たちや高齢

者の交流にも役立つこと，そしてエゴノキという里

山の資源に基づいていることから，地域づくりの資

源として魅力的なものではないかと考えた。 

・目的 …  

・構成： 

  お手玉をめぐる既存研究 

  山舟生におけるお手玉づくりの経緯と交流行事 

  日本お手玉の会とその支部の活動 

  お手玉による山舟生の活性化の可能性（提言） 

 

◇藤岡：高齢化山村における「祭り」継承の課題

－ 伊達市「羽山山車祭り」の事例から 

・動機 … 昨年，福島・宮城県境の山村・山舟生に

おける調査で，地区内にそびえる羽山が郡内の羽山

信仰の拠点であり，毎年の秋の大祭では 7 台の山車

が地区内を練り歩き，「うつくしま祭り 50選」や市

の無形文化財（お囃子）に指定されていることを知

り，11月1日の大祭の様子も見学した。その一方で，

担い手の高齢化の中で，山車制作に人が集まらず，

継承の危機に直面している現実も見聞した。少子高

齢化の中で，伝統の祭りの存続は各地で問題になっ

ている。 

・目的 …  

・構成： 

  山舟生の地域性 － 人口動向 

  山舟生の集落と神社 

  羽山信仰と氏子組織 

  山車祭りの運営 

  山車祭りの変化 

  各町内における山車制作の現状 

  祭りの担い手問題の各地の事例 

  山車祭りの担い手確保への工夫（提言） 

 

◇早坂：福島県の山村における「廃校」の利用と

地域づくり 

・動機 … 昨年ゼミ合宿で見学した福島・宮城県境

の山村・山舟生では，就学前の子供が数人だけとな

り，市では小学校の廃校が議論されようとしており，

山舟生でも廃校を覚悟せざるを得ない状況であり，

地区の自治会ではそれを見越して廃校後の利用方法

を考えようとしていることを耳にした。少子化は全

国共通の趨勢であり，特に若年人口の流出が続く地

方の山村でそれが著しく，公立学校の統廃合は今後，

各地で加速して，廃校の跡地利用も問題になると考

えられる。一方で，山村からの人口流出と学校の統

廃合は，高度経済成長期の「過疎化」の時代から経

験してきたことで，その跡地利用の事例も既に数多

い。 

・目的 …  

・構成： 

  福島県の人口減少・少子化と廃校の推移 

  廃校利用の制度・指針・計画（県,国） 

  福島県の廃校利用の事例：1970・80年代 

  福島県の廃校利用の事例：1990・2000年代 

  廃校利用のタイプ分け … 地域づくりとの関連 

  伊達市の人口と廃校の推移 

  伊達市の廃校利用事例 

  山舟生の地域づくりの経過と地域づくり資源 

  山舟生における廃校活用の可能性（提言） 

 



◇山田：山村における食生活改善の取り組みと食

文化の継承 ― リーダー女性の個人史を通して 

・動機 … 昨年ゼミ合宿で訪問した県境の山村・山

舟生では，連日多彩な郷土料理と，山村ならではの

食材のおもてなしを受けた。山舟生は阿武隈山地北

部の日用品の商店さえない山村であるが，それでも

都市のスーパーでは見られない食資源と料理文化が

継承されていることに感銘を受けた。それらは女性

だけでなく，熊肉や餅つきは男性の力によるもので

あるが，それでも食材利用の中心的担い手はいうま

でもなく農家の女性である。女性たちの調理技能の

改善と継承は，戦後の生活改善の取り組みに由来し，

山舟生では 1980 年代に創設された地域づくり組織

「村づくり協議会」に「食生活改善部会」として位

置づけられた。またそこからは，伊達市が管理する

農家レストランの運営グループ「羽山生活改善グル

ープ」が派生している。しかし残念なことに，その

活動の記録はまとまっては保存されておらず，一部

の部会長経験者が個人的に綴っているのみのようで

あった。また，何人から女性リーダーの方に，取り

組みの流れについてヒアリングする機会を得ること

ができたが，そこには「食」を地域づくりの「資源」

にしようとする意志を感じることができた。 

・目的 …  

・方法 …  

・構成： 

  山舟生の地域性 

  山舟生で出会った食の数々 

  地域づくりの流れと女性グループ 

  羽山生活改善グループと食文化の継承・創造 

  食生活改善部会の活動と食文化の継承・創造 

  まとめと考察：地域づくりにおける食文化と女

性の力 

 

 


